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館
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の
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み
と
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会

明
治
・
大
正
・
昭
和
と
歩
ん
だ

激
動
の
歴
史
と
と
も
に

館
林
市
誕
生
か
ら
60
年
の
出
来
事
を

約
６
０
０
点
の
資
料
か
ら
探
る
！
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城
下
町
と
し
て
栄
え
た
館
林
は
、
明
治
時
代
に
は
学
校
の
開
校
や
、
鉄
道
の
開
通
、

欧
米
の
技
術
を
投
入
し
た
工
場
の
建
設
な
ど
近
代
化
の
道
を
歩
み
は
じ
め
ま
す
。
そ

し
て
、
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
や
大
震
災
を
経
て
、
昭
和
前
期
に
な
る
と
ア
ジ
ア
太
平

洋
戦
争
を
契
機
に
人
び
と
の
暮
ら
し
は
大
き
く
様
変
わ
り
し
て
い
き
ま
す
。

戦
後
の
復
興
を
経
て
新
た
に
誕
生
し
た
館
林
市
。
市
制
施
行
60
周
年
に
合
わ
せ
て
、

１
４
０
年
に
わ
た
る
館
林
の
近
代
・
現
代
の
歴
史
を
ひ
も
解
き
ま
す
。

▲館林町北国民学校の鼓笛隊（昭和17年）▲皇太子ご成婚記念の奉祝旗（昭和34年）

 

本
書
の
構
成

１
　
近
代
の
開
始

　
　
廃
藩
置
県
と
大
区
小
区
制
／
文
明
開
化
と
地
租
改
正
／
小
学
校
の
設
置
と
奨
励

２
　
自
治
町
村
の
成
立
と
日
清
・
日
露
戦
争

　
　自
治
制
度
の
発
展
／
自
由
民
権
運
動
と
帝
国
憲
法
体
制 

な
ど

３
　
諸
産
業
と
経
済
の
近
代
化

　
　
町
の
商
工
業
と
金
融
／
城
沼
の
開
拓
／
鉄
道
開
通
前
の
交
通
／
農
村
の
諸
産
業 

【
第
一
章
】近
代
国
家
の
成
立
と
館
林（
明
治
４
年
〜
明
治
38
年
）

１
　
日
露
戦
後
の
社
会
　

　
　地
方
改
良
運
動
／
た
び
重
な
る
水
害
／
小
学
校
教
育
の
充
実
と
青
年
教
育 

な
ど

２
　
第
一
次
世
界
大
戦
と
関
東
大
震
災

　
　選
挙
権
の
拡
充
と
地
方
自
治
／
第
一
次
世
界
大
戦
と
人
び
と
の
生
活 

な
ど

３
　
鉄
道
の
開
通
と
産
業
の
発
展

　
　鉄
道
の
開
通
と
諸
交
通
／
金
融
業
の
充
実
と
町
の
発
展 

な
ど

【
第
二
章
】日
露
戦
後
・
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
期
の
館
林（
明
治
38
年
〜
大
正
14
年
）

１
　
昭
和
初
期
の
政
治
と
社
会

　
　普
通
選
挙
の
実
施
と
町
村
の
政
治
／
恐
慌
下
の
社
会
状
況
／
戦
時
体
制
の
始
ま
り

２
　
総
力
戦
下
の
館
林

　
　戦
争
動
員
／
戦
時
下
の
暮
ら
し
／
戦
時
下
の
教
育

３
　
昭
和
戦
前
・
戦
時
期
の
産
業
と
経
済

　
　
財
政
の
展
開
と
諸
産
業
の
動
向
／
交
通
と
観
光
／
戦
時
下
の
商
工
業 

な
ど

【
第
三
章
】ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
の
時
代（
昭
和
元
年
〜
昭
和
20
年
）

１
　
戦
後
復
興
か
ら
館
林
市
の
誕
生
へ

　
　敗
戦
と
戦
後
改
革
／
さ
ま
ざ
ま
な
組
織
の
出
発
と
活
動 

な
ど

２
　
高
度
成
長
時
代
の
館
林

　
　市
政
の
動
向
と
生
活
基
盤
の
整
備
／
高
度
成
長
と
市
民
の
暮
ら
し 

な
ど

３
　
復
興
・
高
度
成
長
期
の
産
業
と
経
済

　
　戦
後
か
ら
高
度
成
長
期
の
商
工
業 

な
ど

【
第
四
章
】戦
後
の
発
展
と
館
林
市
の
誕
生（
昭
和
20
年
〜
昭
和
54
年
）

〈
参
考
資
料
〉歴
代
邑
楽
郡
長
・
町
村
長
・
市
長
、名
誉
市
民

〈
付

　
　録
〉館
林
市
中
絵
入
案
内
双
六
・
上
州
館
林
大
観
・
館
林
み
や
げ
地
図

【
第
五
章
】水
緑
都
市
・
公
園
文
化
都
市
を
目
指
し
て（
昭
和
55
年
〜
平
成
23
年
）

▲旧館林藩士田山鋿十郎資料（明治７・10年）

下地写真 ： 上州館林大観

▲館林瓦斯株式会社事業経営許可証（昭和３年）


